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食品ロス削減と
大学内の資源循環促進



①食品表示の記載
②ローリングストック
③ゴミ箱とリサイクル箱の活用案
④フードロス削減案



食品ロスの現状 課題

１食品表示の記載による廃棄
多くの食品が賞味期限表示が「○月✕日」
のように細かく記載されている
☞廃棄量増加

２防災備蓄の期限切れによる廃棄が多い

• 食品表示の記載の見直し

• ローリングストックの普及啓発

１食品表示が過剰に「期限切れ不安」を与え
ている。期限切れの意識が強くなり、まだ食
べれるのに廃棄されやすい。

２ローリングストックの認知不足
非常食は特別な時のものという考え方により
期限切れ意識が強くまだ食べれるのに、廃棄
されやすい。



提言1



提言2



今後取り組みたいこと





• 食品表示の見直しやローリングストックの周知で
食品ロスを減らす社会へ

• 大学内の分別・リサイクルを進め、資源を循環させる仕組みをつくる

• 学生自身が参加できる仕組み（交換所や分別ルール）を広め、
持続可能なキャンパスライフを実現

私たち一人ひとりの小さな行動が、社会全体の食品ロス削減・

循環型社会への大きな一歩となる。
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